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１  斐 伊 川 水 系 下 流 域 の 地 盤 高  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.1 宍道湖周辺の地盤高 
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２  解 析 手 法 （ 平 面 2 次 元 多 層 モ デ ル ） に つ い て  

2.1 河道計画解析手法の検討 

 汽水域である中海・宍道湖は、下図のような様々な外的要因により、複雑な流動特

性を有する。 

 大橋川の河道計画に適用する解析手法は、中海と宍道湖をつなぐ空間の連続性と時

間の連続性を有し、しかも、外的要因が洪水時の流れに及ぼす影響を表現できるモデ

ルを選定する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.1 汽水域における気象と天文と湖内流動との関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.2 モデルに考慮する外力と流動解析の概念図 

 

2.2 大橋川モデルの概要 

 中海・宍道湖水域では水平方向および鉛直方向に複雑な流動が生じている。流動モ

デルは、それら流動構造を表現するため、空間分割次元を 3 次元とする。 

 

 中海・宍道湖水域における特徴的流動を踏まえ、モデル上考慮すべき事象から適応

すべき分割方法を下表にまとめる。 

 また、鉛直・平面方向の計算メッシュ分割を以下のようにまとめる。 

□ 鉛直（水深）方向分割の考え方                            図 2.3 

□ 平面方向分割（平面 2 次元多層モデル）                    図 2.4 

 

表 2.1  各水域の特徴と適用する空間分割の方法 

水
域

モデル上考慮すべき事項 空間分割で留意すべき事項 水平分割 鉛直分割

宍道湖底層に流入する高塩分
水塊の挙動（平常時） 

平常時に底層を移動する高塩分水塊の
挙動を正確に表現する必要がある。 

 
シグマ 
座標系 

宍
道
湖 

大橋川接合部の地形表現 

幅約100m程度の航路浚渫による澪筋が
高塩分水塊の遡上に大きく影響する。
平面的な急縮形状を正確に表現する必
要がある。 

曲線 
座標系 

 

大橋川平面形状 
一様でない川幅、剣先川の分派、湾曲
等の複雑な平面形状を考慮する必要が
ある。 

曲線 
座標系 

 

大橋川の河床高変化 
河道内のマウンド・深掘部が塩水塊の
遡上に大きく影響している。 

 
レベルσ
座標系 

水深の浅い(水深 1.0m 程度) 
剣先川のモデル化 

浅い水深でも層厚を変化させて解析が
できるシグマ座標系を適用する。 

 
シグマ 
座標系 

大
橋
川 

大橋川改修による地形改変
(幅 5ｍ程度)を考慮する 

平面的に微細な地形改変の表現が可能
な曲線座標系を適用する。 

曲線 
座標系 

 

中海・米子湾の平面的に複雑
な地形 

平面的に複雑な形状をしているため、
直線座標系による地形表現は困難。 

曲線 
座標系 

 

主に米子湾に存在する窪地 
水深が急激に変化する窪地が多く存在
するため、鉛直方向にシグマ座標を適
用することが困難である。 

 
レベル 
座標系 

中 

海 

密度躍層およびその振動 
中海に存在する内部躍層面は強風時等
の異常時以外では水平である。 

 
レベル 
座標系 

 

 

 

 

潮位 

時

河川流入量 

時

湖面風

密度 

密度差に起因する流れ 

風に起因する流れ 

湖底の摩擦抵抗 

流速差による内部抵抗
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【鉛直方向分割】 

 鉛直方向の層分割は、別途検討の平常時における流動の再現性の観点から、密度差

が生じる底層にレベル座標を、密度差が比較的小さい表層にシグマ座標系を適用する。 

 “2 次元多層不定流モデル”に用いる上下層でσ座標とレベル座標を組合せた「レ

ベルσ座標」は、宍道湖底層に滞留する高塩分水塊の計算上の混合を軽減し、剣先川

などの水深 1m 程度の浅い水域を計算することを目的とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3(1) 鉛直方向メッシュ分割 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.3(2) 鉛直方向メッシュ分割（大橋川の例） 

 

【平面・鉛直形状の分割】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2.4(1) メッシュ分割（直交曲線座標系メッシュ：平面 2 次元多層モデル） 

 

 

【宍道湖】 

【中 海】 
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図 2.4(2) 大橋川メッシュ分割拡大図（直交曲線座標系メッシュ：平面 2 次元多層モデル） 
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３  大 橋 川 の 既 定 計 画 の 概 要  

 昭和 54 年 11 月に発表された「斐伊川・神戸川の治水に関する基本計画」における大橋川の計画図を以下に示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    ：HWL(現計画)より地盤 

低い箇所 

      ：計画河床高で掘削が 

生じる箇所 

7.0k 6.0k 5.0k 4.0k 3.0k 2.0k 1.0k 0.0k
-10.0
-9.0
-8.0
-7.0
-6.0
-5.0
-4.0
-3.0
-2.0
-1.0
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0

中海大橋
塩楯島
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左岸地盤高

計画河床高

計画堤防高

 
標
高

(
H
.
P
.
m
)

 

 

 

H.W.L(現計画)

平均河床高(大橋川)

最深河床高(大橋川)

右岸地盤高

朝 酌 川 

0K000
大 橋 川 

剣 先 川 

馬 橋 川 

手 古 川 

天 神 川 

2K500－既定の改修計画における内容－ 

●河床掘削 

 既定計画では、国営中海土地改良事業による中海、宍道湖の淡水化が前提であり、宍道湖からの排水能力を上げるため河床を現況のほぼ最深河床である-5.0m で一律に掘削。 

 （中海からの塩水遡上の抵抗となっていると考えられるマウンドもカット）。 

●上流部 

 狭窄部である密集市街地部の断面確保として、法線形がスムースで区画が整っている左岸側に比べ、法線形がいびつで区画も整っていない右岸側を拡幅。 

●中流部 

 大橋川と剣先川に分流している河道を、中の島を掘削し河道を一本化して断面を確保。 
 （大橋川の拡幅と剣先川を埋め立てる計画であり、工事量が非常に大きい。） 

●下流部 

 狭窄部である矢田箇所の断面確保として両岸を拡幅、ただし、上流部については左岸の多賀神社に配慮し、右岸側のみの拡幅。 
 （河道内にある塩楯島及びオオクグの群落は撤去。）

図 3.1 既定の改修計画における計画平面図・縦断図・標準横断図
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４  大 橋 川 の ま ち づ く り に 関 す る 参 考 資 料  

4.1 大橋川を取り巻く現状 

4.1.1 大橋川沿川の地形状況 
図 4.1.1 に示すとおり、松江は地盤の低いところに市街地が形成されているとともに、堤防がほとんど整備されておらず、洪水に対して無防備である。そのため、昭和 47 年 7 月洪水、及び平

成 18 年 7 月洪水では、松江において図 4.1.2 に示すような浸水被害が発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1.1 大橋川上流部の地盤高
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図 4.1.2(1) 昭和 47 年 7 月の浸水実績と避難場所 
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図 4.1.2(2) 平成 18 年 7 月洪水の床上・床下浸水箇所 
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図 4.1.2(3) 昭和 47 年 7 月洪水と平成 18 年 7 月洪水の浸水範囲と地盤高（上流部） 
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4.1.2 松江大橋の写真 
松江大橋の初代は 1608 年に造られ、現在の松江大橋は昭和 12 年に完成した十七代目の橋で

あり、松江市民に親しまれている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔宍道湖より松江大橋を望む〕 

〔松江大橋より下流右岸側〕 

〔上流右岸より松江大橋を望む〕 

〔松江大橋より下流左岸側〕 
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【第 9 回大橋川周辺まちづくり検討委員会での提示内容】 
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4.2 大橋川上流部のまちづくり 

(1) 大橋川周辺のまちづくりのための地域区分（大橋川周辺まちづくり基本方針） 
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4.3 景観を踏まえた堤防形状の設定 

(1) 上流部南岸の堤防形状案 

景観に配慮した堤防形状の検討例として、上流部南岸（松江大橋～新大橋）における

検討を示す。この区域は生活の佇まいを感じさせる区域となっており、基本方針を踏ま

え以下に示す２つの計画案が設定されている。 

 

【計画案１】人と水、人とまちのかかわりが深い現状の風情を活かしつつ、国際観

光都市松江の魅力をさらに引き立たせ、活気あふれる景観整備を行う。 

【計画案２】人と水のかかわりや緑豊かな現状の風情を活かしつつ、これまでにな

い緑豊かな自然空間を提供する景観整備を行う。 

 

 

図 4.2 に各計画案に基づく堤防の基本形案を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.1 上流部南岸（松江大橋～新大橋）の景観 

 

 

人と水、人とまちのかかわりが深い現状の風情を活かしつつ、国際観光都市松江の

魅力をさらに引き立たせ、活気あふれる景観整備を行う。 

 

【堤防法面：5分勾配】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人と水のかかわりや緑豊かな現状の風情を活かしつつ、これまでにない緑豊かな自

然空間を提供する景観整備を行う。 

 

【堤防法面：2割勾配】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4.2 上流部南岸（松江大橋～新大橋）の堤防形状案 

計画案 1 

計画案 2 
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4.4 白潟のまちづくり 

大橋川周辺まちづくり検討委員会では、大橋川改修をひとつの契機ととらえた大橋川

周辺のまちづくり計画の検討を行っており、計画に対する白潟地区住民の意見を伺うた

め、個別訪問を実施している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


